
玉村町環境基本計画（2021-2030）(案)に対する 

パブリックコメント実施結果について 

■意見の募集期間 ： 令和３年４月２１日～令和３年５月１４日 

■提出があった意見 ： １人 ２１件 

 

番号 提出いただいた意見の概要 町の考え方 

１ ・国の「第２期まち・ひと・しごと

創生総合戦略２０２０」でもＳＤＧ

ｓは、「横断的な目標２」であげられ

ている。玉村町の「第２期まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」と「玉村

町環境基本計画」の関連はあるか。 

ＳＤＧｓの貢献には、各施策の横断的な取

組が必要という考え方から、関連はあると

言えます。 

２ ・【玉村町環境基本条例 第３条「基本

理念」】を受けており、【第６次玉村町

総合計画の基本理念】は無視したこと

になるのではないか。両者の基本理念

の存在を認めるなら、両者の関連性を

教えてほしい。 

玉村町総合計画は本計画の上位計画であり

ます。それぞれの基本理念を踏襲するため

には、横断的な取組が必要と考えます。 

３ ・玉村町環境基本計画（2016-2020）

の目指すべき将来像「酸素自給率の高

いまち～みんなが深呼吸できる町～」

から、本計画の目指すべき環境像「た

まむらの自然をいつまでも～安心な生

活と共に～」に変えている。なぜ変え

たのか。 

環境審議会委員より、「酸素自給率という言

葉が難しく、親しみにくいのでは」という

意見をいただいたことから、新たに目指す

べき環境像として「たまむらの自然をいつ

までも～安心な生活と共に～」を提案した

ところ、了承いただいたため変更いたしま

した。 

４ ・「第４節 計画の体系」において、

本計画の目的を独立させた方が良いの

ではないか。 

目的を独立させ、「目的」と「体系」に分け

た書き方に修正いたします。 

５ ・計画の継続性が必要ではないか。 

①玉村町環境基本計画（2016-2020）

の未達項目は、挽回策として玉村町環

境基本計画（2021-2030）の施策の中

に入っている。 

②目標が６％ですから、実績も％で記

載しないと評価できないため、％で記

載してはどうか。 

 

①一部、実現が困難である施策や、現状に

そぐわない施策につきましては、新しい計

画の中では削除いたしました。また、前計

画では個別の事業をすべて施策として挙げ

ており、煩雑になっていたため整理いたし

ました。 

②基準としている温室効果ガス排出量は町

内全域のものですが、本町では町内全域で

の温室効果ガス排出量を把握していない状

況であります。 



評価として掲載しているものは、本町の事

務事業に係る温室効果ガス排出量を参考に

掲載しているものです。 

６ 第２章 玉村町の現状 について 

・現状分析のデータに課題（どうした

いのか、意思）を記載してもらえると

読みやすい計画になるのではないか。 

玉村町の現状では、データのみを掲載して

いますが、その結果を受け、第４章ではそ

の他玉村町を取り巻く現状と合わせた課題

を掲載しています。 

７ 第４節 計画の体系 について 

・計画の体系に「基本施策」という言

葉だけでも入れてもらえると「施策の

展開」が理解し易い。 

計画の体系図を見直し、修正いたします。 

８ 第５節 町民・事業者・行政の基本的

な役割、第６節 計画の基本的事項 

について 

・推進主体は、町民、事業者、行政と

言っているが、本計画について町民と

合意はされているのか。 

・第５節 環境教育の促進では、対象

を子供たちにしている傾向が見られ

る。町民へ協力してもらえるような施

策を加えてはどうか。 

・本計画により町の現状を認識してもらっ

たうえで、ひとり一人ができることに取り

組んでもらうよう考えております。 

・未来の玉村町をつくる子ども達に環境教

育を行うことは重要だと考えます。ただ

し、施策の中には大人が取り組むべき施策

もあります。また、様々な取り組みを行う

中で環境に興味を持つことも教育の一つと

考えます。 

９ 第４章 施策の展開 について 

・本計画の全体構成は「第４節 施策

の展開」の前に「第３章 環境保全の

ための施策」、「第４節 計画の体系」

があり、この体系は課題を解決するた

めの体系でもある。よって「現状と課

題」は「第３章 環境保全のための施

策」の前にくるものと思われる。記載

内容も地球規模の話なので、前段に位

置した方が良いのではないか。 

計画の策定に当たり、各施策の現状と課

題、それからその課題に対する施策を同じ

ページで表すことにより、施策別の内容を

把握しやすくすることを目指しました。 

１０ 第３節 環境像実現のための施策と行

動 について 

・「重点施策」と「重点事業」が混在

している。内容から見ると重点施策と

思われるため、統一した方が良いので

はないか。 

重点施策に統一いたします。 

１１ 重点事業・基本施策について 

・数値目標が入っている項目と入って

いない項目がある。数値目標を入れる

施策を実現させるため、また、個別の事業

を行っていくため、基本計画では最も重要

な重点施策の数値目標を定めています。 



よう統一できないか。 

１２ 第３章 循環型社会の構築 について 

・「バイオマスの利用検討」がないの

で記載してはどうか。 

重点施策にあります「バイオマスの利用検

討」の記載については、誤りでした。 

バイオマス利用については、基本施策であ

る「発生抑制と分別の意識啓発」の取り組

みにて実施します。 

１３ 第２節 計画の評価 について 

・役場が使う「課題」という言葉に

は、実行性のない言葉という先入観が

ついてしまっているので使わないでほ

しい。 

・評価をするためには、年度毎の目標

値が決まっていないと評価できないの

ではないか。 

・本計画は１０年計画であり、毎年、

重点に実施する事業を決定するならば

本計画は必要ないのではないか。 

・計画通りできないので、計画を変更

することを前提にしていることが伝わ

ってきてしまう。計画通り実行する決

意が伝わる文言の方が良いのではない

か。 

・本計画はＰＤＣＡではなく、ＰＤＳ

になっている。ＰＤＣＡの概念の方が

良いのではないか。 

環境基本計画とは、環境の保全に関する総

合的かつ長期的な施策の大綱を定めるもの

であるということ、昨今の環境情勢はめま

ぐるしく変化しているとの考えから、その

情勢に見合った環境保全の取り組みが必要

であると考えます。 

評価は実施状況について行うこととしま

す。 

 

１４ ・持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の

アイコンを貼り付けてあるが、個々の

内容が分かるようにしてはどうか。 

内容が分かるよう修正いたします。 

１５ 体系図について 

・体系図にＳＤＧｓを入れたのは良い

事だと思うが、本計画がＳＤＧｓとど

のように関係していてこの体系図にな

ったのか。 

・体系図の「重点事業」と「対応する

ＳＤＧｓの目標」の位置を入れ替えて

はどうか。 

・本計画の基本目標の内容と関連性がある

と判断したＳＤＧｓの項目を記載しており

ます。 

・体系図の位置につきましては変更いたし

ます。 

１６ ・玉村町の環境基本計画は、環境省の

環境基本計画の下位に位置するため、

上位の体系から玉村町の実情に合わせ

て施策をつければ良いと考える。 

ご指摘の通りです。修正いたします。 



環境省の計画の中ではＳＤＧｓの１０

番は対象としていないが、玉村町の計

画の中では対象としている。おかしく

ないか。 

１７ ・基本目標が「地球温暖化の防止」と

なっている。「温室効果ガスの排出

量」が計測できないなら、「代替え指

標」や「みなし推計」などで、削減量

の数値目標を入れることはできない

か。 

環境省の自治体排出量カルテにて現状を把

握できるため、現状把握として活用しま

す。 

１８ 第４章 施策の展開 について 

・第１節 地球温暖化の防止 の重点

事業の中で「温室効果ガス排出量削減

を目指します」としているが、「排出

量を削減する」という文言になぜしな

いのか。決意が伝わってこない印象を

受ける。 

本町の方針としては削減することを目標と

していますが、目標達成のためには町民の

皆様や事業者の方々の協力が必要不可欠で

あることから、町の方針を目指す、目標と

いった形で掲載しています。 

１９ 第４節 計画の位置づけ について 

・玉村町では「地球温暖化実行計画

（事務事業編）」となっている。「地球

温暖化対策実行計画（事務事業編）」

の誤記ではないか。また、町ホームペ

ージでは「地球温暖化防止実行計画」

となっている。どれが正しいのか。 

掲載の文言は誤りです。 

２０ ・本計画では目指すべき将来像が変わ

り、ＳＤＧｓへの対応をすることにな

り、前計画から本計画は変化点をこの

ように考慮して作成していると考え方

を記載して頂ければ理解し易い計画に

なると思う。 

基本目標については、国や県の環境基本計

画との関連付けを行うため、文言の修正を

行ったものです。本計画はこれまでの施策

にＳＤＧｓの紐づけを行い、実施計画作成

の際、参照いたします。 

２１ ・基本施策について、これらが新規施

策なのか、前施策の継承なのか分かり

にくい。 

現行計画の取組状況から、今後も既存の施

策の徹底が重要であると考えました。本計

画の施策は現行のままであり、その施策に

対する取組みについては、実施計画書を毎

年度作成予定です。 

 


